
子ども健やか育み宣言
（平成 29年 9月宣言）

【町民一人ひとりができること】
一　町民一人ひとりが、やさしさと思いやり

を持ち、「子どもの権利」を尊重するとと
もに、子育て中の親子を温かく見守ります。

【地域や事業所などが努力すること】
一　子どもの健やかな育ちを支えるために、

地域全体で子どもおよび子育て家庭への関
心を持ち、子育てしやすい環境づくりに努
めます。

【行政がすべきこと】
一　子どもは地域の宝です。子育ち・子育て

支援に関する施策の推進に積極的に取り組
み、必要な支援体制を整えます。

くりやまの子育て

　

町
で
は
、「
第
１
期
栗
山
町

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」
を
策
定
し
、「
質
の
高
い

教
育
・
保
育
の
総
合
的
な
提
供
」

「
保
育
の
量
的
拡
大
・
確
保
」「
地

域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の

充
実
」
を
目
指
し
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

基
本
的
視
点
と
し
て
、
①
健

や
か
な
成
長（
子
ど
も
の
視
点
）

②
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

（
家
庭
や
保
護
者
の
視
点
）
③

地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
（
地

域
か
ら
の
視
点
）
を
掲
げ
、
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
輝
く
ま
ち

づ
く
り
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
地
域
子
育
て
支
援

と
し
て
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
「
ス
キ
ッ
プ
」
な
ど
を
拠

点
に
、
幼
児
と
そ
の
保
護
者
の

子
育
て
支
援
や
子
ど
も
の
健
や

か
な
成
長
の
た
め
の
教
育
環
境

整
備
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を

大
切
に
し
た
い

地域

家庭（保護者）

子ども
健やかな成長

安心して子育てができる

地域で子どもを
育てる

町内会・自治会、学校、PTA、職場など

協力

基本的視点のイメージ図

地
域
で
子
育
て
支
援

子育て支援センター「スキップ」
　気軽に訪れることができる子育て支援の
拠点として、楽しい子育てができるように
大型遊具や木のおもちゃ、絵本などをそろ
えています。子育て中の親子が自由に遊ぶ
ことができる「子育てサロン」では、友達
づくりや子育ての情報交換もできます。詳
しくは子育て支援センター「スキップ」（☎
72-1280）にお問い合わせください。

子ども発達サポートセンター
　発達に心配や弱さのあるお子さんの相談
を受けたり、親子で通園して小集団指導や
個別指導を受けたりすることができます。
また、ことばの相談やプレイルーム、個室
を使いながら遊具などで遊べる「一般開放」
なども行っています。詳しくは、子ども発
達サポートセンター（☎ 73-2260）にお問
い合わせください。

児童センター
　文化・スポーツ・学芸・自然などの遊び
を通して、子どもの健康を増進し、情操豊
かにするとともに、ふるさとを愛する子ど
もに育てるため、高齢者との交流会や百人
一首教室をはじめ、さまざまな活動を行っ
ています。18 歳以下の子どもならどなた
でも利用できます。詳しくは、児童センター

（☎ 72-0801）にお問い合わせください。

子
ど
も
は
地
域
の
宝
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くりやまの子育て

　

次
世
代
へ「
子
育
て
と
希
望
」

の
光
が
彩
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

の
推
進
の
た
め
、
家
庭
・
学
校
・

地
域
・
行
政
の
全
て
が
緊
密
に

連
携
協
力
し
て
、
地
域
ぐ
る
み

で
子
育
て
支
援
を
進
め
、
ま
ち

が
一
つ
の
家
族
と
な
れ
る
、「
ま

ち
と
い
う
名
の
家
族
」
～
子
ど

も
が
キ
ラ
キ
ラ
育
つ
ま
ち
～
を

目
指
し
、「
栗
山
町
子
ど
も
健

や
か
育
み
宣
言
」
を
、
今
年
９

月
に
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
町
民
一
人
ひ
と
り

の
や
さ
し
さ
と
思
い
や
り
の
あ

る
行
動
へ
の
呼
び
掛
け
は
も
ち

ろ
ん
、「
栗
山
町
子
ど
も
健
や

か
育
み
宣
言
」
や
「
栗
山
町
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

の
浸
透
を
図
る
た
め
、
関
係
機

関
・
団
体
や
町
内
事
業
所
な
ど

に
も
協
力
を
呼
び
掛
け
、
地
域

ぐ
る
み
で
子
育
ち
・
子
育
て
支

援
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

【
町
内
の
宣
言
状
況
】

◆
企
業　

70
企
業

◆
個
人　

２
１
８
件

　
　
　
　
　
（
11
月
20
日
現
在
）

ファミリー・サポート・センター
　育児の手助けが必要な方（依頼会員）と
手助けができる方（提供会員）の相互援助
で、安心して子育てができる環境づくりの
お手伝いをする事業です。自宅以外での
サービス実施も可能になり、サービス提供
時間も広がっています。詳しくは、アドバ
イザー（☎ 090（6695）6094）にお問い合
わせください。



保育園名
（経営主体名） 住所・電話番号 定　員 受入年齢

栗山いちい保育園
（社会福祉法人　水の会）

中央 3 丁目 309 番地 5
☎ 72-1572 120 人 生後 9 週～

継立まつば保育園
（学校法人　松田学園）

継立 176 番地 29
☎ 75-2032 60 人 生後 9 週～

マロンキッズ保育園
（学校法人　松田学園）

朝日 3 丁目 115 番地 8
☎ 76-7258 19 人 生後 9 週～

3 歳未満

【表 1】町内の保育園

園　名
（経営主体名） 住所・電話番号 定　員 受入年齢

幼保連携型
栗山めぐみこども園

（学校法人　栗山立正学園）
錦 2 丁目 46 番地
☎ 72-4914 25 人 満 1 歳～

【表 2】町内の認定こども園（保育園部分）

クラブ名（地区名） 定　員 開設時間

にじのこ児童クラブ 1 組（栗山） 40 人

【月～金曜日】
下校時 ～ 18:30

【土曜日、夏・冬休み、 
 学校休業日】
8:00 ～ 18:30

にじのこ児童クラブ 2 組（栗山） 40 人

マロンキッズ児童クラブ（朝日） 20 人

どんぐり児童クラブ（角田） 20 人

かぜのこ児童クラブ（継立） 20 人

【表 3】町内の児童クラブ

入所申込受付開始入所申込受付開始入所申込受付開始

保育所・認定子ども園・児童クラブ

平成 30 年度平成 30 年度平成 30 年度

　

平
成
30
年
度
に
新
た
に
保
育

所
・
認
定
子
ど
も
園
・
児
童
ク

ラ
ブ
に
入
所
を
希
望
す
る
児

童
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け

ま
す
。

◆
受
付
期
間　

　

12
月
１
日
㈮
～
22
日
㈮

◆
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
保
健
福
祉
課

　

福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
２
２
２
２

※
入
所
申
込
書
な
ど
は
提
出
先

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

保
育
所（
表
１
）

◆
入
所
条
件　

次
の
い
ず
れ
か
の
理
由
で

保
護
者
お
よ
び
同
居
の
親

族
の
方
が
家
庭
で
お
子
さ

ん
を
保
育
で
き
な
い
場
合

①
就
労
（
フ
ル
タ
イ
ム
・
パ
ー

ト
・
自
営
）

②
妊
娠
・
出
産

③
保
護
者
や
同
居
者
の
疾
病
・

障
が
い

④
就
職
活
動

⑤
そ
の
他

◆
保
育
の
必
要
量（
保
育
時
間
）

○
標
準
時
間

　

午
前
７
時
半
～
午
後
６
時
半

（
就
労
時
間
が
月
１
２
０
時

間
以
上
の
方
）

○
短
時
間

　

午
前
８
時
半
～
午
後
４
時
半

（
就
労
時
間
が
月
64
時
間
以

上
１
２
０
時
間
未
満
の
方
）

◆
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

①
入
所
申
請
書
（
町
様
式
）

※
第
３
希
望
ま
で
必
ず
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

※
入
所
希
望
の
多
い
保
育
所

は
、
利
用
調
整
を
行
い
ま
す

の
で
、
第
１
希
望
の
保
育
所

に
入
所
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

②
雇
用
証
明
書
ま
た
は
、
保
育

が
必
要
な
理
由
が
確
認
で

き
る
書
類

※
育
休
明
け
の
方
は
育
児
休
業

期
間
の
わ
か
る
書
類
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

③
平
成
29
年
度
の
住
民
税
課
税

（
非
課
税
）
証
明
書　

※
平
成
29
年
１
月
１
日
に
栗
山

町
に
住
民
登
録
の
な
い
方

の
み
で
す
。

◆
保
育
料　

４
月
～
８
月
は
平
成
29
年

度
、
９
月
～
３
月
は
平
成
30

年
度
の
住
民
税
額
に
よ
り

算
定
。
ま
た
、
平
成
30
年
４

月
か
ら
保
育
料
が
改
定
。

認
定
こ
ど
も
園（
表
２
）

◆
入
園
の
手
続
き
方
法

幼
稚
園
部
分
の
利
用

（
満
３
歳
以
上
）

○
保
育
認
定
の
申
請

こ
ど
も
園
に
提
出
し
、
認
定

証
交
付
後
に
こ
ど
も
園
と

契
約

保
育
園
部
分
の
利
用

（
平
成
30
年
度
は
満
１
歳
以
上

で
、
保
護
者
が
就
労
を
し
て
い

る
家
庭
）

○
町
に
保
育
認
定
と
利
用
の

申
請

町
が
保
育
所
を
決
定

※
保
育
園
部
分
の
利
用
は
、

保
育
所
入
所
と
同
じ
条
件

くりやまの子育て

マロンキッズ保育園
　町内で初めて「小規模保
育」を行い、きめ細やかな
保育をしています。2 階では
児童クラブ（学童保育）も
行われ、建物は温かみのあ
る雰囲気にしたいとの思い
から、木造建築になってい
ます。

継立まつば保育園
　南部地域の保育拠点とし
て、豊かな自然環境の中で
さ ま ざ ま な 経 験 を 通 し て、
子 ど も た ち が「 生 き る 力 」
を身につけていけるような
保育をしています。中庭は
天然芝になっており、防犯
カメラも設置しています。

栗山いちい保育園
　人間には作り出せないよ
うな美しさ、不思議さ、面
白さがある自然に触れる体
験をたくさん積み重ね、五
感を使いながら、遊びを通
した保育をしています。園
庭には、走り回れる広いス
ペースがあります。

　

近
年
の
急
速
な
少
子
化
の
進

行
や
家
庭
・
地
域
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
に
伴
う
、
保
護
者

や
地
域
の
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
に
、
平
成
18
年

10
月
よ
り
「
認
定
こ
ど
も
園
」

制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

認
定
こ
ど
も
園
は
、
①
就
学

前
の
子
ど
も
に
幼
児
教
育
・
保

育
を
提
供
② 

地
域
に
お
け
る

子
育
て
支
援
を
行
う
機
能
を
備

え
、
都
道
府
県
知
事
が
認
定
し

た
施
設
で
す
。

　

本
町
も
、
私
立
栗
山
め
ぐ
み

幼
稚
園
が
来
年
、
幼※

保
連
携
型

の
認
定
こ
ど
も
園
「
栗
山
め
ぐ

み
子
ど
も
園
」
に
移
行
し
、
就

学
前
の
子
ど
も
へ
の
教
育
・
保

育
の
提
供
や
地
域
に
お
け
る
子

育
て
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

※
幼
保
連
携
型
の
認
定
こ
ど
も

園
と
は

幼
稚
園
的
機
能
と
保
育
所

的
機
能
の
両
方
の
機
能
を

合
わ
せ
持
つ
単
一
の
施
設

と
し
て
、
認
定
こ
ど
も
園
と

し
て
の
機
能
を
果
た
し
ま

す
。（
職
員
は
、
幼
稚
園
教

諭
と
保
育
士
資
格
を
併
有
）

栗山めぐみ子ども園（イメージ図）
本
町
に
認
定
こ
ど
も
園
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で
、
申
込
数
で
町
が
調
整
し

ま
す
。

◆
保
育
料

町
が
決
め
た
保
育
料
を
こ

ど
も
園
に
支
払
う

※
入
園
す
る
園
が
ど
こ
で
あ
っ

て
も
、
保
育
料
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。

児
童
ク
ラ
ブ（
表
３
）

◆
利
用
条
件　

昼
間
、
保
護
者
が
仕
事
な
ど

で
い
な
い
家
庭
の
小
学
１

～
６
年
生
ま
で
の
児
童
が

対
象

◆
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

①
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
申
込
書

②
雇
用
証
明
書

③
平
成
29
年
度
の
住
民
税
課
税

（
非
課
税
）
証
明
書　

※
平
成
29
年
１
月
１
日
に
栗
山

町
に
住
民
登
録
の
な
い
方

の
み
で
す
。

◆
利
用
料　

平
成
29
年
度
の
住
民
税
額

に
よ
り
、
５
段
階
に
分
か
れ

て
い
る
。

※
傷
害
保
険
料
は
別
途
負
担
に

な
り
ま
す
。

　・・・　個性あふれる保育園　・・・


